
「野生生物と社会」学会
青年部主催公開シンポジウム

野⽣⽣物と農業の共⽣シンポジウム
︓社会科学的視点からのアプローチ

2019年11⽉16⽇（⼟）14:15 ~ 17:00
場所︓TKPスター貸会議室 四⾕ 第１会議室

(⼊場無料)

講演者︓⾼⼭太輔 ⽒（福島⼤学）
インパクト評価⼿法を⽤いた農業直接⽀払制度
の影響評価

上松愛実 ⽒（名古屋⼤学）
経済実験に基づく環境保全型農業直接⽀払の効
率性評価

今井葉⼦ ⽒（茨城⼤学）
地域資源に対する価値観がため池保全⾏動意図
に及ぼす影響の解明

【問い合わせ先】 企画代表：豆野皓太 （北海道大学農学院）E-mail: k.mameta78@gmail.com

社会科学的研究が農地⽣態系保全に貢献できることは︖
若⼿研究者より研究紹介をして頂きながら考えます。


